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　東京都中央区・丸の内のオフィス街で9月6日から10月1日まで、カウパレード 東京 in 丸の内が開催
されました。
　カウパレードはグラスファイバー製
の牛に芸術家らがペイントして街に飾
るイベントで、1988年にスイスで開か
れた後に世界で広まりました。今年も
アメリカやイギリスなど6カ国・8都市
で開催される予定で、東京では65作品
が出展されました。
　なおカウパレード終了後には、各出
展牛はオークションにかけられ、その
売り上げは芸術・教育福祉団体に寄付
されます。

 牧場の食といのち展 で
酪農や牛乳乳製品の大切さをアピールしました
―――カウパレード 東京 in 丸の内 ―――

千代田区立・九段小学校の生徒が
「牧場の食といのち展」を訪れた

酪農と食、いのちに関して
講演する立松和平氏
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　（社）中央酪農会議と関東生乳販連、ホクレンの3団体は、今回のカウパレード期間中に、丸ビルで
酪農ふれあい体験イベント「牧場の食といのち展」を開催し、地域交流牧場の会員酪農家らがカウパ
レードに訪れた家族連れや小学生をはじめ、広く消費者に酪農や酪農と食、いのちの関係について説
明しました。
　取材日にはホルスタイン、ジャージーの2頭の子牛へのブラッシング体験と哺乳体験のふれあい体験
が催され、さらに各種パネルや酪農用具の掲示、モーモークイズを通じて訪れた人々に酪農への理解
を呼びかけました。
　また、千代田区立・九段小学校の生徒らが授業の一環で訪れ、作家・立松和平氏の講演を熱心に聴
いたり、酪農家から乳牛のメカニズムや酪農家の仕事、道具などの説明を受けるなどして、産業とし
ての酪農、動物の命の大切さなどを学びました。

＊
　都会の真ん中に突如現れた彩色豊かな牛や本物の子牛に、家族連れだけでなく会社員やOLも関心を
寄せていました。

牧場で使う道具を片手に酪農の
“職”を話す酪農家

丸ビル屋外ではブラッシング体験
や哺乳体験が行われた

丸ビル内の喫茶店も「牛乳に相談だ。」キャンペーンと
コラボレート。オリジナルレシピも提供された


